
　
　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　旧
年
中
は
、
様
々
な
場
面
で（
一
財
）福
島
県
民
共
済
会
を

ご
利
用
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
共
は
、
今
後
の
様
々
な
社
会
の
変
化
や
多
様
性
を
考
慮

し
、
よ
り
身
近
な
生
活
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
不
測
の
事
態

に
備
え
る
特
定
保
険
商
品「
医
療
保
険
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
や
医

療
扶
助
保
険
等
」お
よ
び「
け
ん
み
ん
葬
祭
」の
事
業
強
化
を

図
り
、
各
種
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
や
無
料
法
律
相
談
会
・
イ
ベ

ン
ト
開
催
等
、
従
来
以
上
に
充
実
し
た
企
画
で
お
役
に
立
て

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
年
一
年
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
に
邁
進
い

た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
り
身
近
な
存
在
を

目
指
す
一
年
に

一
般
財
団
法
人 

福
島
県
民
共
済
会

理
事
長

　今
泉 

裕
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ふくしま文学散歩
～福島を知る。福島で生きる。～

大内宿雪まつり（下郷町）
江戸時代には宿場町として栄えた大内宿。今も
往時の茅葺き民家35軒以上が軒を連ねる国指
定の重要伝統的建造物群保存地区です。2018
年2月10日（土）～2月11日（日・祝）開催の「大
内宿雪まつり」では、郷人よさこい、そば食い
競争、時代風俗仮装大会などの催しが多数行
われます。1日目の夜の、雪灯籠と花火の競演
による幻想的な世界は必見です。

大内宿雪まつり（下郷町）
江戸時代には宿場町として栄えた大内宿。今も
往時の茅葺き民家35軒以上が軒を連ねる国指
定の重要伝統的建造物群保存地区です。2018
年2月10日（土）～2月11日（日・祝）開催の「大
内宿雪まつり」では、郷人よさこい、そば食い
競争、時代風俗仮装大会などの催しが多数行
われます。1日目の夜の、雪灯籠と花火の競演
による幻想的な世界は必見です。

申込先 ハッピーワークいわき　
TEL（0246）35-6844 申込先 あいきょうさい　

TEL（024）521-3392

申込先 相馬市勤労者互助会（市商工観光課内）　
TEL（0244）37-2154

　食の安全に対する関心が
高まる中、毎日の食卓に欠
かせないお味噌をご自分で
仕込んでみましょう。発酵の
具合にもよりますが、８月頃
には美味しいお味噌が食べら
れるようになります。

〈福島会場〉
日　時　２月17日（土）　13：30 ～15：30
会　場　Ａ・Ｏ・Ｚ（アオウゼ）　調理実習室（MAXふくしま４階）
定　員　30名

〈いわき会場〉
日　時　２月10日（土）　10：00 ～12：00
会　場　いわき市労働福祉会館（いわき市平堂ノ前22）
定　員　30名

味噌づくり講習会いわき・福島

　コーヒー豆の旨味と個性が味
わえると通の方に評判のコーノ式
ドリッパーを使い、金澤式ハンド
ドリップでの淹れ方をお教えいた
します。今までのものとは全く違
う美味しいコーヒーに出会えるで
しょう。
　講師が丁寧に焙煎したコーヒー
豆100ｇのお土産付きで、人気の
ある講習会です。

プロから学ぶ
コーヒーの楽しみ方講習会

相馬

2/20（火） あいきょうさい（福島県民共済会）
TEL（024）521-3392

あなたが抱えている法律問題を経験豊富な弁護士が解決に導きます。
最寄りの会場へお申し込みください（秘密は厳守いたします）。

無料無料無料
法律相談会のお知らせ法律相談会のお知らせ

協働会館
（福島市荒町）

3/１（木） みゅーあい郡山（郡山市勤労者互助会）
TEL（024）990-0906

郡山市
労働福祉会館

いわき市
労働福祉会館３/４（日） ハッピーワークいわき（いわき市サービスセンター）

TEL（0246）35-6844

●開催時間　10：00～15：00　（いわき会場は12：30～15：00）
●相談時間　一人当たり30分以内。資料があれば持参して当事者本人がご相談ください。
●相談受付　上記の相談申込先へ開催日の３日前まで（土日祝日を除く）に必ずお電話でご予約

ください（平日　9：00～17：00）。地区外の方も受付ます。

予約が無い場合は開催が中止となる場合がありますので予めご了承ください。

開 催 日 会　場 相　談　申　込　先

　2017年、けんみん葬祭では「人形供養」「花市」「野田ホール開場３周年大感謝祭」などを開催し、大勢の皆様にご来場いた
だきました。また、けんみん友の会の会員様だけが参加できる「味噌づくり講習会」では、受付開始より多数のお申し込みが
あり、参加された方々には楽しく味噌の仕込みを体験していただきました。大好評につき、2018年２月にも開催いたします。
　今後も、地域の皆様とのつながりを大切にしながら、万が一の心の支えとして歩んでまいりますので、どうぞよろしくお願い
申し上げます。

2018年
１月10日水から
先着順に受付
（平日9：00～17：00）

お
申
し
込
み

講　師　内池醸造（株）
内　容　出来上がり約５㎏の味噌を仕込みます。
参加費　1,800円（容器付）
準備品　エプロン、三角巾、お手拭き、筆記用具　

自分で仕込むと
ひと味違います！

あいきょうさいが福島県民の皆様への文化福祉事業の一つとして開催しておりますので、お気軽にご参加ください。なお、お申し込み
の際の個人情報は、講習会に関する連絡や今後の講習会のご案内に利用させていただきます。他に使用したり第三者に提供したりする
ことはありません。　※料金はすべて税込みです。

参加者
募集 カルチャー教室

http://www.i-kyosai.or.jp

日　時　３月17日（土）　
13：30 ～15：00

会　場　相馬市中央公民館　１階会議室
（相馬市中村字北町55-１）

定　員　30名　 　
参加費　1,800円
講　師　ё豆や よーだCoffee

平野みどり 先生、平野洋一郎 先生
内　容　①コーヒーの豆知識　

②淹れ方のレクチャー　
③コーヒーの試飲

準備品　お手拭き、筆記用具

「けんみん葬祭」の各種行事にご来場いただき、ありがとうございました

人形供養

けんみん友の会会員様は、別途福島会場で味噌づくり講習会を開催いたします。
詳細は郵送でご案内いたしますのでご覧ください。

会員様
限定

費用も 費用も

刊行物の送付、催し物等へのご案内



桜の聖母短期大学　市川 優先生
今回のレシピは食物栄養専攻２年生が考案しました。

冷凍のカットほうれんそう
を利用すると、時間短縮
になります。

料材

方り作

香りや味がまるでよもぎのようで、ほうれん草とは気付かないかも！？
冬が旬のほうれん草は、春に採れるものよりもビタミンCの含有量がぐっと増えます
ので、たくさん食べましょう♪

4個分
●ほうれん草……２～３茎
●白玉粉…………50g
●水大さじ………２弱

●あずきあん………大さじ１
●きな粉・黒蜜各…小さじ１

ほうれん草 de 
白玉だんご だんご

１個分
61
kcal

カロリースイーツ低カロリースイーツ
嬉 し い 味美 し い

　歯科訪問診療はその言葉のごとく何ら
かの身体的・精神的理由で歯科診療所に
通院できない方に対し、
歯科医師、歯科衛生士
が自宅や介護施設、病
院等を訪問し、歯科診
療や専門的口腔ケアを
行うものです。
　どのような方々が対象となるかという
と、在宅等で療養を行っており、疾病、
傷病のために通院による歯科診療が困
難な方々です。なお、内科等の他科に
通院している方は対象から除かれること
があります。
　では、どのようにして歯科訪問診療を

依頼したらいいのでしょうか？その方法
には以下があります。

　歯科訪問診療や在宅歯科医療は健康保
険や介護保険を利用することができます。
　お口は、食べるためだけではなく、さ
まざまな役割をしています。お口の健康
は全身の健康です。どのような状況に
あっても歯科治療が受けられることをお
忘れなく。

「歯科訪問診療」って何？
ファミリー歯科
クリニック（伊達市）　
田原 充先生

元気な歯の
お手伝いを
します。

歯医者さんから
　教わる 歯 の健康

　皆さん、「歯科訪問診療」をご存知ですか？もしかしたら、耳にしたり目にしたりしたこと
はあるけれど、実際にはどのようなものか知らない、という方が多いのではないでしょうか？

●かかりつけ歯科医師あるいは受付に相談
●地元歯科医師会の事務局に相談
●お住まいの都道府県歯科医師会に相談
●ケアマネジャーや訪問看護師に相談
●病院の看護師や地域連携室スタッフに相談

達
政
宗
に
滅
ぼ
さ
れ
た
会
津
の
名
門
・
芦
名
家
の

武
将
ら
を
描
い
た
短
編
連
作
。
相
次
ぐ
当
主
の
早

世
に
よ
り
、
男
系
の
嫡
流
が
途
絶
え
た
芦
名
家
。
当
主

に
婿
養
子
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
家
中

に
軋
轢
が
生
じ
ま
し
た
。
著
者
は「
政
宗
に
勝
因
が
あ
っ

た
と
い
う
よ
り
、
芦
名
側
に
敗
因
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で

芦
名
側
か
ら
戦
い
を
描
い
た
作
品
は
な
か
っ
た
が
、
名
家

の
凋
落
は
現
在
の
企
業
の
盛
衰
に
も
通
じ
る
」と
、
テ
ー
マ

に
選
び
ま
し
た
。
簡
潔
で
毅
然
と
し
た
文
章
か
ら
気
骨
と

品
性
が
に
じ
み
出
る
、
新
人
離
れ
し
た
時
代
小
説
で
す
。

著
者
　
佐
藤 

巌
太
郎（
さ
と
う 

が
ん
た
ろ
う
）

1
9
6
2
年
福
島
市
生
ま
れ
。
福
島
高
校
卒
業
後
、
中
央
大
学
法
学

部
に
進
学
し
、
東
京
で
の
会
社
員
生
活
を
経
て
2
0
0
7
年
に
帰
郷
。

東
日
本
大
震
災
の
体
験
が「
命
は
長
く
続
か
な
い
。
ペ
ン
１
本
で
新
人

賞
を
目
指
そ
う
」と
小
説
を
書
く
き
っ
か
け
に
な
り
、
2
0
1
1
年
に

第
91
回
オ
ー
ル
讀
物
新
人
賞
を
受
賞
し
作
家
デ
ビ
ュ
ー
。
初
の
単
行
本

の
本
作
が
直
木
賞
候
補
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
、
本
屋
が
選
ぶ

時
代
小
説
大
賞
受
賞
。

2017年４月20日発行
発行：文藝春秋

1994年８月24日発行
発行：歴史春秋出版

会津執権の栄誉 佐藤 巌太郎

翔びつづける紙飛行機 特技監督 円谷英二伝
鈴木 和幸

伊

賀
川
市
が
生
ん
だ
特
撮
の
神
様
・
円
谷
英
二
は
、

少
年
時
代
に
飛
行
機
乗
り
を
目
指
し
て
い
ま
し
た

が
、
飛
行
学
校
が
閉
校
に
な
り
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
映

画
界
入
り
。
や
が
て
空
撮
の
話
が
舞
い
込
む
と
、
意
気

揚
々
と
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア

メ
リ
カ
映
画『
キ
ン
グ
コ
ン
グ
』に
衝
撃
を
受
け
た
円
谷
は

『
ゴ
ジ
ラ
』を
制
作
、
以
後
も『
ウ
ル
ト
ラ
Q
』『
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
』な
ど
の
名
作
を
次
々
と
生
み
出
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ

と
で
飛
行
機
が
発
着
す
る
風
景
を
、
円
谷
は
天
国
か
ら

ど
ん
な
ふ
う
に
眺
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

著
者
　
鈴
木 

和
幸（
す
ず
き 

か
ず
ゆ
き
）

1
9
5
9
年
須
賀
川
市
生
ま
れ
。
安
積
高
校
卒
業
後
、
専
修
大
学
に

進
学
。
池
袋
で
上
映
さ
れ
て
い
た
特
撮
の
リ
バ
イ
バ
ル
映
画
を
た
ま

た
ま
観
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
館
内
の
熱
気
に
圧
倒
さ
れ
、
ふ
る
さ
と

が
生
ん
だ
円
谷
英
二
の
偉
大
さ
を
再
認
識
。
須
賀
川
市
に
帰
郷
後
、

円
谷
の
生
家
や
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
協
力
を
得
て
そ
の
生
涯
を
著

し
ま
し
た
。

須
辰
戦
争
か
ら
1
5
0
年
。「
長
州
と
い
う
と
険
し
い

表
情
に
な
る
会
津
の
人
か
ら『
薩
摩
憎
し
』の
声
は

あ
ま
り
聞
こ
え
な
い
。『
薩
摩
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
』と

穏
や
か
な
表
情
に
な
る
」と
語
る
著
者
が
、
会
津
・
薩
摩

の
蜜
月
時
代
か
ら
、
薩
長
同
盟
成
立
、
そ
し
て
戊
辰
戦

争
後
の
薩
摩
藩
の
寛
大
な
態
度
、
長
州
藩
の
非
情
を
追
い

か
け
ま
す
。「
今
な
お
和
解
の
道
は
険
し
い
が
、
や
は
り
薩

摩
を
仲
介
役
と
し
て
話
し
合
う
こ
と
に
道
筋
が
あ
る
」と

す
る
著
者
の
見
解
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

著
者
　
星 

亮
一（
ほ
し 

り
ょ
う
い
ち
）

1
9
3
5
年
宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
。
福
島
民
報
記
者
時
代
、
会
津

若
松
市
で『
会
津
若
松
史
』の
編
纂
事
業
に
参
加
。
2
0
0
5
年
、
戊

辰
戦
争
研
究
会
を
発
足
、
主
宰
。
会
津
に
関
す
る
著
作
が
多
数
あ
り
、

『
戊
辰
戦
争
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』を
テ
ー
マ
に
、
各
地
で
講
演
・シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

2008年７月15日発行
発行：KKベストセラーズ

2011年１月30日発行
発行：佼成出版社

四季の公案 玄侑 宗久

戊

の
花
、
真
夏
の
雲
、
秋
の
紅
葉
、
除
夜
の
鐘
の

音
―
―
。
本
書
で
は
、
季
節
の
移
ろ
い
の
中
で「
禅

的
人
生
」を
見
つ
め
ま
す
。
公
案
と
は
、
禅
の
修
行
僧
が

祖
師
た
ち
の
問
答
の
中
か
ら
悟
り
を
開
く
た
め
、
与
え
ら

れ
る
問
題（
禅
問
答
）の
こ
と
。
著
者
は
公
案
を
四
季
の

移
ろ
い
に
な
ぞ
ら
え
、
四
季
に
寄
り
添
っ
て
ゆ
ら
ぐ
自
分

を
風
流
と
と
ら
え
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
新
年
に
あ
た
り
、
そ
ん
な
生
き
方
を
見
つ
め
て
み

る
の
も
一
興
で
す
。

著
者
　
玄
侑 

宗
久（
げ
ん
ゆ
う 

そ
う
き
ゅ
う
）

1
9
5
6
年
三
春
町
に
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
福
寿
寺
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る
。
安
積
高
校
、
慶
應
義
塾
大
学
卒
業
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
を
経
験
。
1
9
8
6
年
に
福
寿
寺
副
住
職
、
2
0
0
8
年
に
住
職

と
な
り
ま
し
た
。
僧
職
の
か
た
わ
ら
執
筆
活
動
を
続
け
、
2
0
0
1

年
に『
中
陰
の
花
』で
芥
川
賞
を
受
賞
。『
四
季
の
公
案
』は
、
雑
誌
連

載
の
記
事
を
単
行
本
化
し
た
も
の
。

梅

1984年３月20日発行
発行：晶文社

深呼吸の必要
長田 弘

葉
を
深
呼
吸
す
る
。
言
葉
で
深
呼
吸
す
る
。
そ
ん

な
必
要
を
お
ぼ
え
た
と
き
に
、
立
ち
止
ま
っ
て
、

黙
って
、
必
要
な
だ
け
の
言
葉
を
書
き
と
め
た
」。
そ
う
語

る
著
者
が
、
子
ど
も
か
ら
大
人
に
な
っ
た
分
岐
点
を
巡
る

「
あ
の
と
き
か
も
し
れ
な
い
」９
編
と
、
日
々
の
生
活
で
目

に
す
る
光
景
に
じ
っ
と
目
を
こ
ら
す「
大
き
な
木
」
24
編
の

中
で
、
気
ぜ
わ
し
い
日
常
で
も
心
の
深
呼
吸
を
す
る
必
要
、

丁
寧
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

作
品
の
言
葉
か
ら
著
者
の
優
し
さ
が
心
に
染
み
渡
り
ま
す
。

著
者
　
長
田 

弘（
お
さ
だ 

ひ
ろ
し
）

1
9
3
9
年
福
島
市
生
ま
れ
。
福
島
高
校
卒
業
後
、
早
稲
田
大
学
在

学
中
に
詩
誌
を
創
刊
。
1
9
6
5
年
に
詩
集『
わ
れ
ら
新
鮮
な
旅
人
』

で
デ
ビ
ュ
ー
。
児
童
向
け
の
散
文
詩
集『
深
呼
吸
の
必
要
』は
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
と
な
り
代
表
作
に
。
没
後
の
2
0
1
7
年
2
月
、
氏
の
全
蔵
書
を

集
め
た『
長
田
弘
文
庫
』が
福
島
県
立
図
書
館
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
言

災
後
、
原
発
事
故
の
影
響
で
サ
ケ
漁
が
で
き
な
く

な
っ
た
楢
葉
町
。
著
者
は
た
び
た
び
町
を
訪
れ
、

魚
や
水
産
に
関
す
る
知
識
を
活
か
し
復
旧
・
復
興
に
協
力

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
ず
っ
と
見
守
っ
て
き
た
サ
ケ
の

ふ
化
事
業
、
木
戸
川
の
サ
ケ
漁
再
開
の
様
子
な
ど
を
本
に

し
よ
う
と
、
ふ
化
場
長
の
鈴
木
謙
太
郎
さ
ん
を
主
人
公

と
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョン
を
執
筆
し
ま
し
た
。
今
日
ま
で

の
サ
ケ
漁
の
苦
労
や
復
興
の
経
緯
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
に

サ
ケ
が
帰
って
き
た
喜
び
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

著
者
　
奥
山 

文
弥（
お
く
や
ま 

ふ
み
や
）

1
9
6
0
年
愛
知
県
岡
崎
市
生
ま
れ
。
北
里
大
学
水
産
学
部
卒
業
。

専
門
は
サ
ケ
マ
ス
魚
類
。
現
在
は
東
京
海
洋
大
学
客
員
教
授
。
魚
や

水
産
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
釣
り
名
人
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
本
書
は
木
戸
川
漁
協
の
監
修
の
も
と
、「
木

戸
川
の
サ
ケ
を
全
国
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
思
い
で
執
筆
。

2017年10月21日発行
発行：小学館

サケが帰ってきた！
 福島県木戸川漁協震災復興へのみちのり

奥山 文弥（著）　木戸川漁業協同組合（監修）

会津藩 VS 薩摩藩 なぜ袂を分かったのか
たもと

星 亮一

震

ふくしま文学散歩
～福島を知る。福島で生きる。～

新年を迎えたこの時期に、改めて福島の誇りを知り、
福島で生きる喜びを感じる本を紹介します。

福島ゆかりの作家に福島の歴史と今を学びながら、
日々の暮らしを充実させていきませんか。
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